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高度マテリアルリサイクル推進協議会 

１．循環的な利用が最も高い材料リサイクル 
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 容器包装リサイクル法の上位法である循環型社会形成推進
基本法では、循環資源の循環的な利用及び処分の基本原則
として、 第七条に、「再使用」＞「再生利用」＞「熱回収」＞「適
正処分」と優先順位が定められています。 

 

 従って、容器包装リサイクル法における循環資源（容器包装
プラスチック）についても、どの程度、循環的な利用になるかが
、重要であり、「再生利用」の中においても、「循環利用」の割合
が高い材料リサイクルが上位法の主旨に則り、優先的取り扱い
がされているものと理解しています。 
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２．一般的に指摘されている事項に対する見解 
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①材料リサイクルは、 

リサイクル率が 

低いのではないか 

③材料リサイクルは、 

コストが高いのでは 

ないか 

 ②材料リサイクルの 

利用用途は、限られた 

ものにしかなっていない。 

現状では、再商品化製品率は、低くなっているが、 

実証値では、78%になるポテンシャルもある。 

容リの分別収集量が増え、稼働率が上がれば、 

コストが下がる余地がある。審議会にて、 

分別収集量を増やす制度を検討する必要がある。 

近年、高品質が求められる自動車部品や、玩具、 

文具などへの利用に向けた取り組みなど大きく 

進展してきている。 

指摘事項 回答 
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（リサイクル率について） 
３ー① 再商品化手法別の再商品化製品率と循環利用率の違い 
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材料リサイクル45% 

高炉還元剤化75% 

コークス炉化学原料化85% 

ガス化65% 

再商品化コスト（特定事業者負担） 

現状 実証値 
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水素、一酸化炭素が 

50%以上のガス 
選別破砕 造粒

再商品化製品率 
（容器包装リサイクル法上の定義） 

実際に循環利用されている比率 
再商品化製品 
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（リサイクル率について） 
３－①材料リサイクルの収率向上の可能性 

光学式自動選別機を導入した実験結果より、通常の回収物であるPE、PP以外にもPS、PETの回収を
行うことで収率78％のポテンシャルがある。（循環利用率では圧倒的優位の手法となる） 
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今度導入可能なライン 

収率78% 

の可能性 

現状 

収率49% 収率78% 
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自動選別機の設置により単一樹脂選別を行う 
①RPF用選別物の中から有益なPS PET等を選別 

②１段目の自選機で粗く良品を選別し、２段目で悪品を除く 
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（利用用途について） 
３－②利用用途の拡大と今後の高度化製品の拡充余地 

材料リサイクルは、平成12年に容器包装リサイクル法が施行してから、近年急速に製品カテゴリーの
進化が見られる。 
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高度化 

時間 

自動車部品 玩具 

文具 工業製品へ 

倉庫用パレット 

雨水貯留槽 ハンガー 

ワンウェイパレット 

プランター 

H12 

車止め 犠 木 

くい等 

H14 

更なる高度化へ 

（＝製品単価向上） 

高度化に向けた事業努力 
①光学式自動選別機の技術革新 

②洗浄技術の向上 

③異物除去技術の向上 

④成型加工技術の向上 

第一世代 

第二世代 

第三世代 

第四世代 

H16 H18 H20 H22 H24 H26 

※結果としてリサイクルコ
ストの低減の原資となる 
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３－② 事例１）プラスチックパレットの技術の進化 

パレットはワンウェイパレットから倉庫用パレットに高度化が進展しており、独自技術のサンドイッチ成
形により、同じ強度にて容リを60%入れることに成功している。 
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ワンウェイパレットから 

倉庫用パレットに高度化 

H21年～ 
時間 

倉庫用パレット  
ＪＩＳ A種（1000kg荷重/枚） 

26.1kg/枚 

原料：容リプラ60% 

パレットの性能 

ワンウェイパレット 

容リプラ 0% 

ワンウェイパレット 
ＪＩＳ Ｂ種（500kg荷重/枚） 

27.2kg/枚 原料：容リ100% 

H15年 

＊強度を保つためにパレットの重量が重かったが、技術の
進化により、パレットが軽量化された上、強度 も向上した 


